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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 16,211 2.2 794 111.5 854 195.1 459 ―

23年3月期第2四半期 15,866 △6.0 375 ― 289 ― △18 ―

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 603百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 △28百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 15.35 15.30
23年3月期第2四半期 △0.61 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 28,126 8,070 28.5
23年3月期 28,458 7,464 26.0

（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  8,009百万円 23年3月期  7,406百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  有  

配当予想の修正につきましては、本日（平成23年10月31日）公表いたしました「業績予想の修正および配当予想の修正に関するお知らせ」を御参照ください。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年3月期 ― 0.00

24年3月期（予想） ― 3.00 3.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
業績予想の修正につきましては、本日（平成23年10月31日）公表いたしました「業績予想の修正および配当予想の修正に関するお知らせ」を御参照ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,300 3.6 1,600 37.2 1,550 48.7 800 82.1 26.75
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(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 32,500,000 株 23年3月期 32,500,000 株

② 期末自己株式数 24年3月期2Q 2,595,453 株 23年3月期 2,595,253 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 29,904,661 株 23年3月期2Q 29,853,077 株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により、企業の生産活動や

個人消費に影響があったものの、その後のサプライチェーンの立て直しや各種政策の効果などを背景

に景気は持ち直しつつあります。しかしながら原発事故に伴う電力供給の制約や復興の遅れ、またデ

フレの影響や雇用情勢の悪化懸念が依然として残っており、先行きが読めない状況となっておりま

す。 

当靴業界におきましても、異業種を交えた競争の激化、震災後は機能性、実需性が注目されるなど

消費者の購買動向にも大きな変化が生じたものの、東北地方を中心に復興需要もあり、徐々にではあ

りますが個人消費に持ち直しの兆しが見られるようになってきました。 

このような環境のなか、当社グループは、ブランド特性に応じた販売チャネル別の営業体制の下

で、店頭売上を重視した営業活動、リーガルブランドの更なる価値向上に向けた取り組みやカジュア

ル・コンフォート商品の開発強化などに注力するとともに、販売管理費などのコスト削減に取り組ん

でまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は16,211百万円(前年同四半期比2.2％増)、営業利

益は794百万円(前年同四半期比111.5％増)、経常利益は854百万円(前年同四半期比195.1％増)となり

ました。また、株価の下落により投資有価証券を182百万円減損処理したことなどにより、四半期純

利益は459百万円(前年同四半期純損失18百万円)の計上となりました。 

  

 セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

  

（靴小売事業） 

ブランド・業態別では、「リーガルシューズ店」、「シューズストリート（ネット通販）」が順調

に推移いたしました。リーガルシューズ店につきましては、夏のクリアランスセールならびに、秋の

リーガルウィーク（９月16日から10月２日まで開催のキャンペーン）の販促施策の効果などが売上増

加に貢献をし、シューズストリートにつきましては、ネット販売限定のプレゼントフェアやカジュア

ルブランドの「クラークス」の新規取扱いなどの施策により好調に売上を伸ばすことが出来ました。

一方で「オンディーヌ店」や「ナチュラライザーショップ」の売上が減少いたしました。「オンデ

ィーヌ店」につきましては、前年度に行った不採算店舗の閉鎖による店舗数の減少が主な要因であり

ます。「ナチュラライザーショップ」につきましては、震災後９店舗中５店舗が計画停電等により、

営業時間の短縮などの影響を受けてしまった事が要因でありますが、７月以降の夏物商戦期は、各種

イベントの成功もあり回復傾向にあります。 

靴小売事業全体では、震災復興需要を筆頭に個人消費が堅調に推移し、また節電事情から必要に迫

られ始まったスーパークールビズは夏場の需要を持ち上げる新たな商機となり、前年売上実績を上回

る結果となりました。 

当第２四半期連結累計期間の出退店につきましては、リーガルシューズ札幌パセオ店、瀋陽伊勢丹

店（中国）など計８店舗を出店し、フィットイン郡山店、ナチュラライザー青山店など計４店舗を閉

店いたしました結果、直営小売店の店舗数は、131店舗（前年同四半期末比７店舗増）となりまし

た。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は7,748百万円（前年同四半期比3.9％増）、営業利

益は408百万円（前年同四半期営業損失52百万円）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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（靴卸売事業） 

紳士靴は、震災復興需要や節電の影響もあり、機能性を重視したウォーキングシューズやカジュア

ルシューズが例年よりも好調に推移いたしました。ドレス・ビジネスシューズ関連は前年並みの推移

でありましたが、梅雨時に開催したGORE－TEXフェアは、機能商材の購買意欲とマッチし大きく前年

売上を伸ばすことが出来ました。 

婦人靴は、主力ブランドである「リーガル」が顕著に売上に貢献いたしました。主な要因といたし

ましては、近時のファッショントレンドがトラッド基調になり商品政策とマッチしたこと、リーガル

シューズ店オリジナル品の充実、足に優しい「リーガルウォーカー」の新規投入効果も売上の増加を

牽引いたしました。またレイン対応商材が好調であった「ビューフィット」やカジュアルブランドの

「ヒロミチナカノ」も好調に推移いたしました。ローヒールやカジュアル系の商材が好調な反面、震

災の影響などもありエレガンス系のハイヒール商材は苦戦いたしました。 

今後の課題は、季節商材（サンダル、ブーツ等）の購買動向がシーズンを先行した購買から、シー

ズン中での購買へと変化しており、これらの商材の販売戦略が重要になってきております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は8,369百万円（前年同四半期比0.2％増）、営業利

益は368百万円（前年同四半期比15.8％増）となりました。 

  

（その他） 

報告セグメントに含まれない不動産賃貸料の収入など、その他事業の当第２四半期連結累計期間の

売上高は173百万円（前年同四半期比22.3％増）、営業利益は3百万円（前年同四半期比94.6％減）と

なりました。 

  

資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、28,126百万円となり、前連結会計年度末に比べ

331百万円減少いたしました。これは、主に受取手形及び売掛金が680百万円増加したことや、商品及

び製品が667百万円増加したものの、有形固定資産が113百万円減少したことや、敷金及び保証金が

1,466百万円減少したことなどによるものであります。 

当第２四半期連結会計期間末における負債は、20,056百万円となり、前連結会計年度末に比べ 937

百万円減少いたしました。これは、借入金の返済などにより、短期借入金が826百万円減少したこと

などによるものであります。 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、8,070百万円となり、前連結会計年度末に比べ606

百万円増加いたしました。これは主に、四半期純利益により利益剰余金が459百万円増加したこと

や、その他有価証券評価差額金が153百万円増加したことなどによるものであります。 

  

連結業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間までの業績動向を踏まえ、平成23年５月

13日に公表いたしました平成24年３月期の通期業績予想を修正いたします。 

詳細につきましては、本日(平成23年10月31日)公表いたしました「業績予想の修正および配当予想

の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,612 1,731

受取手形及び売掛金 5,085 5,766

商品及び製品 6,111 6,779

仕掛品 218 290

原材料及び貯蔵品 519 490

その他 952 805

貸倒引当金 △392 △392

流動資産合計 14,106 15,472

固定資産

有形固定資産

土地 2,290 2,290

その他（純額） 2,634 2,520

有形固定資産合計 4,925 4,811

無形固定資産

のれん 77 63

電話加入権 27 27

ソフトウエア 34 29

その他 － 1

無形固定資産合計 138 121

投資その他の資産

投資有価証券 4,115 4,194

敷金及び保証金 2,895 1,429

その他 2,440 2,265

貸倒引当金 △164 △167

投資その他の資産合計 9,287 7,721

固定資産合計 14,351 12,654

資産合計 28,458 28,126
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,293 4,403

短期借入金 6,721 5,895

未払法人税等 106 77

賞与引当金 311 359

ポイント引当金 459 514

移転関連損失引当金 243 －

店舗閉鎖損失引当金 1 3

災害損失引当金 36 －

その他 1,646 1,830

流動負債合計 13,819 13,083

固定負債

長期借入金 1,670 1,358

退職給付引当金 3,518 3,459

移転関連損失引当金 － 221

資産除去債務 186 186

その他 1,797 1,747

固定負債合計 7,173 6,973

負債合計 20,993 20,056

純資産の部

株主資本

資本金 5,355 5,355

資本剰余金 690 690

利益剰余金 1,635 2,094

自己株式 △416 △416

株主資本合計 7,264 7,723

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △210 △56

繰延ヘッジ損益 △5 △4

土地再評価差額金 416 416

為替換算調整勘定 △57 △67

その他の包括利益累計額合計 142 286

新株予約権 14 14

少数株主持分 42 45

純資産合計 7,464 8,070

負債純資産合計 28,458 28,126
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日)

売上高 15,866 16,211

売上原価 8,755 8,840

売上総利益 7,110 7,370

販売費及び一般管理費 6,734 6,576

営業利益 375 794

営業外収益

受取利息 24 15

受取配当金 16 13

持分法による投資利益 94 96

雑収入 50 47

営業外収益合計 185 171

営業外費用

支払利息 84 66

売上割引 20 17

デリバティブ評価損 116 17

雑支出 50 9

営業外費用合計 271 111

経常利益 289 854

特別利益

店舗閉鎖損失引当金戻入額 5 －

その他 0 －

特別利益合計 6 －

特別損失

固定資産除却損 9 10

貸倒引当金繰入額 6 0

投資有価証券評価損 149 182

ゴルフ会員権評価損 2 －

投資有価証券売却損 8 －

その他 － 0

特別損失合計 177 193

税金等調整前四半期純利益 119 661

法人税、住民税及び事業税 59 62

法人税等調整額 77 139

法人税等合計 137 202

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△）

△18 458

少数株主損失（△） △0 △0

四半期純利益又は四半期純損失（△） △18 459
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四半期連結包括利益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△）

△18 458

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8 175

為替換算調整勘定 △18 △9

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △21

その他の包括利益合計 △9 144

四半期包括利益 △28 603

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △26 603

少数株主に係る四半期包括利益 △1 0
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 119 661

減価償却費 171 171

のれん償却額 13 20

長期前払費用償却額 6 5

貸倒引当金の増減額（△は減少） 28 3

賞与引当金の増減額（△は減少） △2 47

ポイント引当金の増減額（△は減少） 13 54

移転関連損失引当金の増減額(△は減少） － △21

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） － △1

災害損失引当金の増減額（△は減少） － △36

退職給付引当金の増減額（△は減少） △84 △59

受取利息及び受取配当金 △41 △28

支払利息 84 66

持分法による投資損益（△は益） △94 △96

有形固定資産除却損 9 10

投資有価証券評価損益（△は益） 149 182

投資有価証券売却損益（△は益） 8 －

売上債権の増減額（△は増加） 681 △354

たな卸資産の増減額（△は増加） △534 △724

仕入債務の増減額（△は減少） 11 158

未払消費税等の増減額（△は減少） △52 21

割引手形の増減額（△は減少） △17 △326

破産更生債権等の増減額（△は増加） △99 △2

その他 △80 90

小計 291 △157

利息及び配当金の受取額 64 49

利息の支払額 △82 △64

法人税等の支払額 △59 △93

営業活動によるキャッシュ・フロー 213 △265
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △17 －

有形固定資産の取得による支出 △1,051 △20

投資有価証券の取得による支出 △10 △9

投資有価証券の売却による収入 72 －

貸付金の回収による収入 1 1

貸付けによる支出 － △6

差入保証金の回収による収入 － 1,575

その他 193 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △812 1,539

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △78 △650

長期借入れによる収入 35 100

長期借入金の返済による支出 △1,075 △588

自己株式の取得による支出 △0 △0

少数株主への配当金の支払額 △3 △3

リース債務の返済による支出 △1 △4

ストックオプションの行使による収入 0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,123 △1,146

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12 △8

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,734 119

現金及び現金同等物の期首残高 3,310 1,612

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,576 1,731
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 該当事項はありません。 

  

 Ⅰ  前第２四半期連結累計期間 (自 平成22年４月１日  至 平成22年９月30日) 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

 
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸等の事業を含んでおり

ます。 

   ２  セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額は、主にセグメント間取引消去であります。 

     ３  セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

  

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間 (自 平成23年４月１日  至 平成23年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

 
(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸等の事業を含んでお

ります。 

   ２  セグメント利益の調整額は、主にセグメント間取引消去であります。 

     ３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３靴小売事業 靴卸売事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 7,459 8,350 15,809 57 15,866 ─ 15,866

  セグメント間の 
 内部売上高又は振替高

─ ─ ─ 84 84 △84 ─

計 7,459 8,350 15,809 141 15,950 △84 15,866

セグメント利益又は 
セグメント損失 (△)

△52 317 265 56 322 53 375

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３靴小売事業 靴卸売事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 7,748 8,369 16,117 93 16,211 ─ 16,211

  セグメント間の 
 内部売上高又は振替高

─ ─ ─ 79 79 △79 ─

計 7,748 8,369 16,117 173 16,291 △79 16,211

セグメント利益 408 368 776 3 779 14 794

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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